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農
林
水
産
省
で
は
、
農
業
の
競
争
力
強

化
、
農
産
物
の
安
定
供
給
・
自
給
率
向
上
等

の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
開
発
さ
れ
た
技

術
を
生
産
現
場
に
迅
速
に
普
及
・
定
着
さ
せ

る
た
め
、
早
急
に
現
場
へ
普
及
す
べ
き
も
の

を
農
業
新
技
術
と
し
て
毎
年
選
定
し
公
表
し

て
い
ま
す
。
機
能
性
飼
料
研
究
チ
ー
ム
が
中

心
と
な
っ
て
開
発
し
た
「
食
品
残
さ
を
活

用
し
た
発
酵
リ
キ
ッ
ド
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
」

（
農
林
水
産
バ
イ
オ
リ
サ
イ
ク
ル
研
究
事
業
、

２
０
０
２

－

２
０
０
６
）
が
農
業
新
技
術

２
０
０
８
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
技
術
は
、
二
十
四
％
と
低
迷
し
て
い
る

飼
料
自
給
率
の
向
上
の
た
め
、
食
品
循
環
資

源
の
飼
料
化
（
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
）
を
促
進
さ

せ
る
手
段
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
多
様
な
食
品
残
さ
の

飼
料
化
技
術
を
示
し
た
も
の
で
す
。
大
き

な
特
徴
と
し
て
は
、
 1）
多
様
な
食
品
残
さ
で

も
分
別
を
き
ち
ん
と
行
い
配
合
す
る
こ
と

で
、
豚
の
要
求
量
に
見
合
っ
た
設
計
が
行
え

る
、
 2）
加
熱
殺
菌
後
、
ス
タ
ー
タ
と
し
て
の

乳
酸
菌
を
添
加
す
る
こ
と
で
、
保
存
性
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
、
 3）
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
の
添

加
に
よ
り
粘
性
を
抑
え
る
こ
と
で
リ
キ
ッ
ド

飼
料
の
乾
物
率
を
高
く
で
き
る
こ
と
で
す
。

肥
育
試
験
に
お
い
て
、
配
合
飼
料
に
比
較
し

て
も
遜
色
な
い
増
体
を
示
し
、
飼
料
中
リ
ジ

ン
含
量
を
要
求
量
よ
り
も
低
く
抑
え
た
結

果
、
筋
肉
内
脂
肪
の
多
い
豚
肉
を
生
産
で
き

る
こ
と
も
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
品
残
さ
を
ベ
ー
ス
に
リ
キ
ッ
ド

飼
料
を
調
製
し
、
地
域
内
の
養
豚
家
に
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー
で
搬
送
す
る
ス
ー
プ
事
業
を
行

う
事
業
所
で
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
自
ら

食
品
残
さ
を
収
集
し
て
リ
キ
ッ
ド
飼
料
を
調

製
し
て
い
る
養
豚
農
家
に
お
い
て
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

加
熱
乾
燥
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、
飼
料

調
製
に
必
要
な
化
石
燃
料
の
利
用
を
低
減
で

き
、
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
で
き

る
と
と
も
に
、
発
酵
調
製
に
用
い
る
乳
酸
菌

の
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
効
果
に
よ
り
、
抗

菌
性
飼
料
添
加
物
の
低
減
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
本
技
術
は
、
今
年
度
か
ら
新
設
さ

れ
た
第
六
回
産
学
官
連
携
功
労
者
表
彰
に
お

け
る
農
林
水
産
大
臣
賞
に
決
定
し
、
第
七
回

産
学
官
連
携
推
進
会
議
（
平
成
二
十
年
六
月

十
四
〜
十
五
日
：
国
立
京
都
国
際
会
館
開

催
）
に
お
い
て
、
六
月
十
四
日
に
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

Topics

農
業
新
技
術
２
０
０
８
に
決
定

農
業
新
技
術
２
０
０
８
に
決
定

　　
││
食
品
残
さ
を
活
用
し
た
発
酵
リ
キ
ッ
ド
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ

食
品
残
さ
を
活
用
し
た
発
酵
リ
キ
ッ
ド
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
││

（
機
能
性
飼
料
研
究
チ
ー
ム
長　

川
島
知
之
）

2

National Institute of Livestock and Grassland Science

畜産草地研究所ニュース No.25



た
っ
て
い
る
指
導
者
や
、
研
究
者
に
と
っ
て

有
用
な
も
の
と
な
り
、
飼
料
イ
ネ
の
作
付
け

面
積
の
一
層
の
増
加
に
結
び
つ
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
「
飼
料
イ
ネ
の
研
究
と
普

及
に
関
す
る
情
報
交
換
会
」
を
、
畜
産
草
地

研
究
所
と
農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
、
㈳
全

国
農
業
改
良
普
及
支
援
協
会
の
共
催
で
平
成

二
十
年
三
月
六
日
（
木
）
〜
七
日
（
金
）
の
二

日
間
、
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
二
号
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
農
林
水
産
省
・
独
立
行

政
法
人
・
大
学
・
都
道
府
県
・
団
体
・
企
業
・

生
産
者
・
マ
ス
コ
ミ
関
係
の
幅
広
い
分
野
か

ら
昨
年
を
六
〇
名
上
回
る
三
二
四
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
主
催
者
団
体
を
代
表
し
て

当
研
究
所
柴
田
正
貴
前
所
長
、
共
催
団
体
の

関
東
農
政
局
河
﨑
厚
夫
前
次
長
、
全
国
農
業

改
良
普
及
支
援
協
会
大
森
昭
彦
会
長
の
挨
拶

の
後
、
基
調
講
演
、
行
政
の
取
り
組
み
、
技

術
紹
介
、
事
例
報
告
な
ら
び
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
水
田
の
多
様
な
利
用
を
通
じ

て
国
産
自
給
飼
料
の
活
用
を
図
る
た
め
の
技

術
開
発
と
そ
の
普
及
に
つ
い
て
検
討
・
協
議

し
ま
し
た
。
基
調
講
演
で
は
、
農
林
中
金
総

合
研
究
所
蔦
谷
栄
一
理
事
よ
り
、
水
田
の
畜

産
的
利
用
の
中
心
と
な
る
飼
料
イ
ネ
、
飼
料

米
、
水
田
放
牧
の
展
開
方
向
と
課
題
に
つ
い

て
提
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
行
政
の
取
り
組

み
で
は
、
農
林
水
産
省
生
産
局
畜
産
振
興
課

山
内
洋
志
前
課
長
補
佐
よ
り
、
水
田
に
お
け

る
飼
料
作
物
等
の
振
興
対
策
お
よ
び
飼
料
米

の
利
活
用
を
推
進
す
る
実
証
事
業
等
に
つ
い

て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。技
術
紹
介
で
は
、

飼
料
イ
ネ
品
種
の
育
種
、
鉄
コ
テ
ィ
ー
ン
グ

に
よ
る
直
播
栽
培
、
生
わ
ら
サ
イ
レ
ー
ジ
の

調
製
給
与
、
稲
発
酵
粗
飼
料
の
乳
肉
牛
へ
の

給
与
技
術
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
事
例

報
告
で
は
、
飼
料
米
の
生
産
か
ら
豚
肉
消
費

に
至
る
養
豚
生
産
の
取
り
組
み
、
放
牧
を
利

用
し
た
飼
料
イ
ネ
の
有
効
活
用
、
兵
庫
県
の

飼
料
イ
ネ
生
産
に
関
す
る
先
進
事
例
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

二
十
年
度
か
ら
水
田
活
用
に
関
す
る
拡
充

事
業
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
普
及
・
指
導
の

果
た
す
べ
き
役
割
も
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
回
の
情
報
交
換
会
で
得
ら

れ
た
情
報
が
、
全
国
各
地
で
普
及
推
進
に
あ

平
成
十
九
年
度

「
飼
料
イ
ネ
の
研
究
と
普
及
に
関
す
る
情
報
交
換
会
」　

│ 

水
田
か
ら
の
多
様
な
国
産
飼
料
供
給
を
め
ざ
し
て 

│

Topics

畜産草地研究所
柴田前所長の主催者挨拶

（
関
東
飼
料
イ
ネ
家
畜
飼
養
研
究

　
　
　
　
　

サ
ブ
チ
ー
ム
長　

中
西
直
人
）研究成果の展示コーナー

平
成
十
九
年
度

「
飼
料
イ
ネ
の
研
究
と
普
及
に
関
す
る
情
報
交
換
会
」　

│ 

水
田
か
ら
の
多
様
な
国
産
飼
料
供
給
を
め
ざ
し
て 

│
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発
酵
し
た
飼
料
を
給
与
す
れ
ば
下
痢
に
よ
り

逆
に
成
長
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
今
後
は
飼
料
の
発
酵
調
製
法
を

最
適
化
す
る
と
と
も
に
、
子
豚
に
対
し
て
よ

り
健
康
改
善
効
果
の
高
い
乳
酸
菌
を
探
索

し
、
健
全
な
子
豚
の
飼
養
管
理
技
術
の
開
発

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と
は
、
摂
取
す
る

こ
と
で
腸
内
細
菌
叢
を
改
善
し
、
宿
主
に
有

益
な
作
用
を
も
た
ら
す
有
用
微
生
物
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
近
年
ヒ
ト
に
お
け
る
プ
ロ

バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、畜
産
の
分
野
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

様
々
な
生
菌
剤
が
開
発
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
は
現
在
、
健
全
な
子
豚
の
飼
養

管
理
技
術
の
開
発
を
目
指
し
て
、
離
乳
子
豚

に
お
け
る
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
に
つ
い
て

の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
と
し

て
、
発
酵
リ
キ
ッ
ド
飼
料
の
離
乳
子
豚
へ
の

給
与
試
験
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
発
酵

リ
キ
ッ
ド
飼
料
と
は
、
水
分
七
〇
〜
八
〇
％

の
飼
料
を
乳
酸
菌
に
よ
り
発
酵
さ
せ
た
液
状

飼
料
の
こ
と
で
す
。
こ
の
飼
料
に
は
、
乳
酸

菌
と
発
酵
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
乳
酸
が
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

は
、
豚
用
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
考
え
る
と
分

か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
か
（
図
１
）。
当
所

で
選
抜
さ
れ
た
乳
酸
菌
株Lactobacillus 

plantarum
 LQ
80

に
よ
り
三
十
七
度
で

二
十
四
時
間
発
酵
調
製
し
た
発
酵
リ
キ
ッ
ド

子
豚
と
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス

子
豚
と
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス

図２　日増体量と乾物摂取量
（5－8 週齢、＊：危険率 5%で発
酵区と対照区との間に有意差あり）

飼
料
を
離
乳
子
豚
に
給
与
す
る
と
、
発
酵
さ

せ
て
い
な
い
飼
料
を
給
与
し
た
対
照
区
に
比

べ
て
乾
物
摂
取
量
と
日
増
体
量
の
増
加
が
認

め
ら
れ
（
図
２
）、
小
腸
後
部
の
大
腸
菌
群

数
の
減
少
、
乳
酸
菌
数
の
増
加
傾
向
が
観
察

さ
れ
ま
し
た
（
図
３
）。
し
か
し
、
養
豚
現

場
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
最
適
な
条
件
で
発

酵
調
製
を
行
う
こ
と
は
難
し
く
、
も
し
不
良

1000

日増体量

発酵区(n=8）

乾物摂取量

800

600

400

200

0

g/
d

対照区(n=9）
10

大腸菌群

発酵区(n=4）

乳酸菌

8

6

4

2

0

lo
gC
FU
/g

対照区(n=4）

図 1　発酵リキッド飼料を食べる離乳子豚たち

図３　大腸菌群数と乳酸菌数
（小腸後部、＊、＋：それぞれ危険
率 5％および 10％で発酵区と対照
区の間に有意差あり）
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飼
料
中
の
硝
酸
態
窒
素
濃
度
が
高
い
と
反

す
う
家
畜
は
硝
酸
塩
中
毒
を
発
症
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
牧
草
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

の
飼
料
作
物
は
牛
ふ
ん
尿
を
原
料
と
す
る
堆

肥
な
ど
の
有
機
物
を
施
用
し
て
栽
培
さ
れ
ま

す
。
有
機
物
が
多
量
に
連
年
施
用
さ
れ
る
と

土
壌
の
窒
素
肥
沃
度
は
徐
々
に
増
加
し
ま

す
。
飼
料
作
物
へ
の
硝
酸
態
窒
素
の
過
剰
蓄

積
は
主
に
窒
素
の
供
給
過
剰
が
原
因
で
す
の

で
、
硝
酸
態
窒
素
含
量
の
低
い
飼
料
作
物
を

生
産
す
る
た
め
に
は
、
土
壌
窒
素
の
評
価
に

基
づ
い
た
窒
素
施
肥
管
理
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
生
土
を
三
十
度
保
温
で
四
週

間
静
置
培
養
し
て
無
機
化
さ
れ
た
窒
素
量

（
以
下
、
可
給
態
窒
素
量
）
を
土
壌
の
窒
素

肥
沃
度
の
指
標
と
し
て
施
肥
管
理
に
用
い
る

方
法
を
考
案
し
ま
し
た
。

主
要
な
夏
作
飼
料
作
物
で
あ
る
ス
ー
ダ
ン

グ
ラ
ス
は
硝
酸
態
窒
素
濃
度
が
高
ま
り
や
す

い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
窒
素
肥
料

を
施
用
し
な
い
条
件
で
、
土
壌
の
可
給
態
窒

素
量
と
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス
の
収
量
、
硝
酸
態

窒
素
濃
度
の
関
係
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た

（
図
１
）。
土
壌
の
可
給
態
窒
素
量
に
応
じ

て
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス
の
収
量
は
多
く
な
り

ま
し
た
が
、
乾
土
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

の
可
給
態
窒
素
量
が
四
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以

上
で
は
頭
打
ち
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

硝
酸
態
窒
素
濃
度
は
土
壌
の
可
給
態
窒
素

量
の
増
加
に
と
も
な
い
四
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム

以
上
で
も
直
線
的
に
多
く
な
り
ま
し
た
。

一
連
の
研
究
に
よ
り
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス
の

窒
素
施
肥
管
理
に
は
、
こ
の
生
土
培
養
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
土
壌
の
可
給
態
窒
素

量
が
土
壌
窒
素
の
診
断
指
標
と
し
て
利
用

で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
土
壌
窒
素
の
診
断
に
基
づ

く
施
肥
は
飼
料
作
物
中
の
硝
酸
態
窒
素
濃

度
の
低
減
の
み
な
ら
ず
、
土
壌
窒
素
を
有

効
活
用
す
る
こ
と
で
化
学
肥
料
の
施
用
量

の
削
減
に
も
つ
な
が
る
技
術
で
す
。現
在
、

窒
素
吸
収
量
の
多
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
冬

作
草
種
に
つ
い
て
も
土
壌
診
断
に
基
づ
く

肥
培
管
理
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

飼
料
作
物
に
お
け
る
硝
酸
態
窒
素
の
低
減
を
目
指
し
て

飼
料
作
物
に
お
け
る
硝
酸
態
窒
素
の
低
減
を
目
指
し
て

　　
││  

土
壌
窒
素
の
評
価
に
基
づ
く
施
肥
管
理

土
壌
窒
素
の
評
価
に
基
づ
く
施
肥
管
理  

││

図 1　土壌の可給態窒素量とスーダングラス（出穂期）の収量、硝酸態窒素濃度の関係
シンボルの違いは栽培年次の違いを示す。図中の縦線は可給態窒素量 40mg/kg 乾土を、横線は硝酸態窒
素濃度 2g/kg 乾物を示す。飼料中の硝酸態窒素濃度が 2g/kg 乾物以上で硝酸塩中毒の危険がある。
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当
グ
ル
ー
プ
で
開
発

し
た
吸
引
通
気
式
堆
肥

化
シ
ス
テ
ム
が
、
本
年

二
月
に
畜
産
大
賞
研

究
開
発
部
門
優
秀
賞

を
、ま
た
、本
年
三
月
に

N
A
RO
 RESEA

RCH
 

PRIZE 2007

（
農
研

機
構
理
事
長
表
彰
）
を

受
賞
致
し
ま
し
た
。
本

シ
ス
テ
ム
は
、
堆
肥
の

製
造
過
程
で
発
生
す
る

発
酵
ガ
ス
を
堆
肥
を

積
ん
だ
底
面
か
ら
吸
引

し
て
、
発
酵
を
促
進
し

な
が
ら
悪
臭
放
出
を
抑

え
、
排
気
中
の
ア
ン
モ

ニ
ア
を
簡
易
な
装
置
で

液
体
肥
料
と
し
て
回
収

し
、
さ
ら
に
、
廃
熱
と
炭
酸
ガ
ス
を
施
設
園
芸
の
ハ
ウ
ス
で
活
用
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
草
地
試
験
場
時
代
の
十
一
年
前
に
研
究
を
開
始

し
、
小
規
模
の
基
礎
実
験
か
ら
実
証
規
模
の
シ
ス
テ
ム
化
ま
で
発
展

さ
せ
、
二
年
間
の
実
証
試
験
の
後
の
受
賞
で
し
た
。
現
在
、
国
内
外

二
ヶ
所
へ
の
設
置
が
決
ま
り
、
普
及
拡
大
に
向
け
て
、
コ
ス
ト
低
減

や
回
収
ア
ン
モ
ニ
ア
と
熱
の
用
途
拡
大
等
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
本
技
術
の
開
発
に
あ
た
り
、
協

力
企
業
、
酪
農
家
の
皆
さ
ま
に
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
こ

と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
資
源
化
シ
ス
テ
ム
研
究
チ
ー
ム　

上
席
研
究
員　

本
田
善
文
）

畜産大賞研究開発部門優秀賞受賞畜産大賞研究開発部門優秀賞受賞

　

平
成
二
十
年
三
月
十
七
日
、

発
明
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

畜
産
草
地
研
究
所
と
全
国
酪
農

業
協
同
組
合
連
合
会
の
主
催
で

標
記
の
情
報
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
年
度
が
初
め
て
の

開
催
で
し
た
が
、
飼
料
高
騰
な

ど
か
ら
関
心
が
高
く
、
行
政
、

研
究
、
民
間
な
ど
幅
広
い
分
野

か
ら
一
九
五
名
の
参
加
を
得
ま

し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
農
林
水
産
省
の
山
内
洋
志
氏
よ
り
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
に
お
け
る
飼
料
自
給
率
の
目
標
達
成
に
向
け
て

の
施
策
と
行
動
計
画
に
つ
い
て
、
全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の

三
輪
達
雄
氏
か
ら
世
界
的
な
牧
草
お
よ
び
穀
物
需
給
の
動
向
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
般
講
演
で
は
、
五
名
の
講
師
よ
り
、
経
営
コ
ン
サ
ル
ト
、
実
務

者
、
研
究
者
お
よ
び
酪
農
協
の
指
導
員
の
立
場
か
ら
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
の
設
立
支
援
、
運
営
、
技
術
開

発
、
技
術
指
導
等
の
概
況
に
つ
い

て
話
題
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
普
及
・
定

着
に
お
け
る
Ｔ
Ｍ
Ｒ
調
製
技
術
の

改
善
と
農
家
へ
の
啓
蒙
の
重
要
性

が
論
議
さ
れ
、
こ
の
情
報
交
換
会

の
意
義
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

（
前 

飼
料
調
製
給
与

研
究
チ
ー
ム
長　

塩
谷　

繁
）

自給飼料活用型TMRセンターに関する情報交換会自給飼料活用型TMRセンターに関する情報交換会

加茂草地研究監による主催者代表挨拶

フロアーを交えたパネルディスカッション

6

National Institute of Livestock and Grassland Science

畜産草地研究所ニュース No.25



Spot News

　

飼
養
標
準
は
家
畜
等
の
成
長
過
程
・
生
産
量
に
応
じ
た
適
正
な
養

分
要
求
量
を
示
し
た
も
の
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
家
畜
飼
養
の
基
本

と
な
る
も
の
で
す
。

　

乳
牛
の
飼
養
標
準
は
、
当
機
構
に
お
い
て
二
〇
〇
三
年
よ
り
改
訂

作
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
改
訂
作
業
が
終
わ
り
、

二
〇
〇
六
年
版
と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。

　

改
訂
の
主
な
特
徴
は
、
最
近
の
飼
養
成
績
を
幅
広
く
収
集
し
育
成

牛
と
妊
娠
牛
の
養
分
要
求
量
を
再
検
討
す
る
と
と
も
に
、
成
長
曲
線

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
乾
物
摂
取
量
推
定
式
の
充
実

を
図
っ
た
ほ
か
、
蛋
白
質
給
与
シ
ス
テ
ム
を
分
解
性
蛋
白
質
か
ら
進

め
て
有
効
分
解
性
蛋
白
質
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
給
飼
料
多
給
に

対
応
す
る
た
め
に
、
稲
発
酵
粗
飼
料
な
ど
主
要
な
自
給
飼
料
の
事
項

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
畜
産
環
境
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
糞
尿

量
と
飼
料
と
の
関
係
や
糞
尿
排
泄
量
の
低
減
策
を
示
し
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
養
分
要
求
量
設
計
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
内
容
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

（
畜
産
温
暖
化
研
究
チ
ー
ム
長　

永
西　

修
）

「日本飼養標準（乳牛）2006 年版」公表について「日本飼養標準（乳牛）2006 年版」公表について

平
成
二
十
年
二
月

二
十
九
日
、
白
須
敏
朗

農
林
水
産
事
務
次
官
に

ご
来
訪
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
研
究
所
で
実
施

し
て
い
る
研
究
の
う

ち
、
飼
料
イ
ネ
、
飼
料

米
、
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
、

チ
ー
ズ
ホ
エ
ー
ド
リ
ン

ク
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
吸
引

通
気
式
堆
肥
化
シ
ス
テ

ム
な
ど
に
つ
い
て
そ
の

概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
食
品
残

さ
を
乳
酸
菌
で
発
酵
さ

白須敏朗農林水産事務次官来所白須敏朗農林水産事務次官来所

せ
て
豚
に
給
与
す
る
「
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
」
の
実
験
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。
穀
物
飼

料
価
格
が
高
騰
す
る
な
か
、

飼
料
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減

で
き
、
し
か
も
高
品
質
な
豚

肉
生
産
が
可
能
な
「
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
」
に
た
い
へ
ん
興

味
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
多
く
の
質
問
と
、
研
究

の
さ
ら
な
る
進
展
を
期
待
す

る
と
い
う
激
励
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
研
究
調
整
役　

佐
藤
義
和
）
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編
集
発
行

韓国建国大学とのMOU（覚書）締結と韓国建国大学とのMOU（覚書）締結と
学生研修受入等の交流学生研修受入等の交流

　

畜
産
草
地
研
究
所
と
韓
国
の
建
国
大
学
は
、
家
畜
生
産
に
お
け
る

世
界
的
貢
献
を
目
的
に
、
研
究
者
・
教
員
・
学
生
の
相
互
の
交
流
や
、

講
義
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
に
つ
い
て
協
力
を
進
め
る
こ
と
で

合
意
し
、
平
成
十
九
年
十
二
月
に
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を
締
結
し
ま
し
た
。
同
大

学
は
国
際
化
教
育
を
重
点
推
進
戦
略
と
し
て
位
置
付
け
、
世
界
各
国

の
研
究
機
関
等
と
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
平
成
二
十
年
一
月
二
十
四
日
〜
二
月
二
十
三
日
の
一
ヶ
月

間
、
同
大
学
畜
産
学
科
の
学
生
十
五
名
を
研
修
生
と
し
て
当
研
究
所

（
つ
く
ば
）
に
受
け
入
れ
、
家
畜
育
種
繁
殖
、
家
畜
飼
養
、
畜
産
物

利
用
等
の
各
研
究
現
場
で
の
実
験
・
講
義
の
ほ
か
、
那
須
及
び
御
代

田
の
各
研
究
拠
点
で
の
見
学
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、

体
外
受
精
操
作
、
ホ
ル
モ
ン
分
析
、
発
情
監
視
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
、
リ

キ
ッ
ド
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ル
ー
メ
ン
微
生
物
の
分
離
・
培
養
、
飼

料
成
分
分
析
、
乳
酸
菌
の
分
離
、
食
肉
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
解
析
、
食
肉

の
品
質
評
価
、
官
能
検
査
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
期

間
中
に
日
本
語
を
お
ぼ
え
た
学
生
も
多
く
、
帰
国
時
に
は
皆
が
簡
単
な
日
本

語
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
三
月
九
〜

十
一
日
に
は
当
研
究
所
の
柴
田
前

所
長
ら
三
名
が
建
国
大
学
を
訪
問

し
、
今
後
の
交
流
の
進
め
方
に
つ
い

て
協
議
し
た
ほ
か
、
永
井
研
究
管
理

監
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
動
物
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
最
前
線
」
が

開
催
さ
れ
、
管
理
監
は
満
場
の
拍
手

で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
研
究
と
教
育

の
両
面
に
お
け
る
日
韓
友
好
関
係

の
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

（
前 

業
務
推
進
室
長　

御
子
柴
義
郎
）

韓国・建国大学学生の集合写真（畜産草地研究所玄関前にて）

韓国建国大学学部長（左から２人目）と
柴田前畜産草地研究所長（中央）　　　

建国大学学生が主催したドリンクヨーグルトの官能検査
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